
はだの議会だより 平成 31年（2019 年）２月17日（日）  第 231号〘6〙

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
が
公
費
で
可
能
に

平
成
31
年
度
か
ら
新
た
な
組
織
・
執
行
体
制
へ

議
案
審
議

議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

議
案
第
66
号　
秦
野
市
の
議
会
の
議
員

及
び
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
費

用
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

市
議
会
議
員
の
選
挙
に
お
い
て
も
選
挙

運
動
用
ビ
ラ
の
頒は

ん
ぷ布
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
に
伴
い
、
そ
の
作
成
費
用
を
公
費

負
担
の
対
象
と
す
る
た
め
、
改
正
す
る

も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
平
成
31
年
３

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
候
補
者
の
政
策
な
ど
に
つ
い
て
有

権
者
が
知
る
機
会
を
拡
充
す
る
た
め
、

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
頒
布
が
市
議
会
議

員
選
挙
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
投
票
率
に
与
え
る
影
響
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
有
権
者
が
ビ
ラ
を
通
じ
て
、
候
補

者
の
主
張
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
で
、
政

治
や
選
挙
に
興
味
を
持
つ
機
会
が
増
え

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
投
票
率
が
向

上
す
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

市の組織・執行体制再編へ

議
案
第
71
号　
秦
野
市
市
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
条

例
に
定
め
る
固
定
資
産
税
、
法
人
市
民

税
、
軽
自
動
車
税
の
規
定
を
改
正
す
る

も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
の
固
定
資
産
税
に

係
る
部
分
は
一
部
の
引
用
条
項
の
移
動

な
ど
に
つ
い
て
平
成
31
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
し
、
そ
の
他
の
部
分
は
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。
ま
た
、
法
人

市
民
税
と
軽
自
動
車
税
に
係
る
部
分
は
、

31
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
平
成
31
年
10
月
の
消
費
税
率
10
％

へ
の
引
き
上
げ
時
に
、
自
動
車
取
得
税

が
廃
止
さ
れ
、
軽
自
動
車
税
環
境
性
能

割
が
導
入
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
本

市
に
お
け
る
影
響
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
環
境
性
能
割
に
お
け
る
軽
自
動
車

税
が
２
１
０
０
万
円
増
収
す
る
の
に
対

し
、
自
動
車
税
環
境
性
能
割
交
付
金
が

２
５
０
０
万
円
の
減
収
と
な
る
た
め
、

差
し
引
き
４
０
０
万
円
の
減
収
に
な
る

と
試
算
し
て
い
る
。

要
望　
現
行
の
自
動
車
取
得
税
に
比
べ
、

非
課
税
の
範
囲
が
拡
大
す
る
な
ど
軽
自

動
車
の
取
得
に
係
る
税
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
一
方
、
過
料
が
科
さ
れ
る
場
合
も

あ
る
た
め
、
市
民
へ
の
丁
寧
な
周
知
に

努
め
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

市
民
に
多
く
の
負
担
を
強
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

軽
自
動
車
税
に
環
境
性
能
割
が
導
入

自動車の燃費性能に係る車体表示

17
路
線
の
市
道
を
認
定
・
変
更

議
案
第
67
号　
秦
野
市
部
等
の
設
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社

会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
簡
素
で
効
率

的
な
組
織
・
執
行
体
制
と
す
る
た
め
、

改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
平
成
31
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
は
、
多
種
多
様
な
人
材
な
ど
が
地
域

活
動
に
参
画
す
る
市
民
協
働
が
重
要
に

な
る
と
考
え
る
が
、
今
回
の
組
織
再
編

に
当
た
り
、
考
慮
し
た
部
分
は
ど
う
か
。

答　
自
治
会
や
市
民
相
談
、
戸
籍
と
い

っ
た
業
務
の
ほ
か
、
防
災
や
地
域
の
安

全
・
安
心
な
ど
市
民
生
活
に
密
着
す
る

業
務
を
集
約
し
た
「
く
ら
し
安
心
部
」

を
新
た
に
設
け
る
こ
と
で
組
織
の
強
化

を
図
り
、
市
民
協
働
を
さ
ら
に
推
進
で

き
る
体
制
を
整
え
た
。

問　
政
策
部
に
お
い
て
は
、
新
総
合
計

画
の
策
定
作
業
が
本
格
化
す
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
各
部
と
の
連
携
・
調
整
機
能

の
強
化
を
図
る
と
の
こ
と
だ
が
、
新
た

に
設
置
す
る
「
は
だ
の
魅
力
づ
く
り
担

当
」
の
役
割
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
新
総
合
計
画
を
は
じ
め
と
し
て
新

東
名
高
速
道
路
開
通
に
伴
う
周
辺
整
備

な
ど
各
部
に
ま
た
が
る
事
業
の
う
ち
、

本
市
全
体
の
土
地
利
用
的
な
部
分
を
統

括
す
る
こ
と
で
、
政
策
部
に
求
め
ら
れ

る
機
能
の
強
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

要
望　
大
幅
な
組
織
再
編
と
な
る
た
め
、

市
民
が
分
か
り
や
す
い
丁
寧
な
周
知
に

努
め
る
と
と
も
に
、
業
務
配
分
の
偏
り

が
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

人
員
配
置
な
ど
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と

検
証
を
行
い
な
が
ら
、
期
待
さ
れ
た
効

果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

議
案
第
74
号　
市
道
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
75
号　
市
道
の
変
更
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

寄
付
や
開
発
行
為
に
よ
り
移
管
を
受

け
た
道
路
で
、
宅
地
に
接
し
て
い
る
こ

と
を
考
慮
し
公
共
性
の
観
点
か
ら
新
た

に
13
路
線
を
認
定
す
る
と
と
も
に
、
開

発
行
為
に
よ
り
移
管
さ
れ
た
道
路
を
既

存
の
市
道
の
終
点
に
接
続
す
る
た
め
、

４
路
線
の
終
点
を
変
更
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
今
回
認
定
・
変
更
す
る
17
路
線
が

道
路
台
帳
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
反
映
さ
れ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
※
モ
ー
ビ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
現
地
測
量
な
ど
を
行
っ
て
い

る
が
、
シ
ス
テ
ム
へ
の
反
映
は
年
度
ご

と
に
一
括
し
て
行
う
た
め
、
平
成
31
年

度
か
ら
運
用
可
能
と
な
る
。

要
望　
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
街
路
灯

な
ど
の
道
路
付
属
物
の
情
報
も
反
映
さ

れ
て
お
り
、
市
民
か
ら
の
要
望
や
意
見

な
ど
へ
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

窓
口
業
務
の
効
率
化
な
ど
、
一
層
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ほ
し
い
。

▼
各
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）市道現地調査の様子

事
故
の
再
発
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を

議
案
第
80
号　
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

交
通
事
故
に
係
る
損
害
を
賠
償
す
る

に
当
た
り
、
そ
の
額
を
定
め
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
意
見

問　
上
下
水
道
局
は
現
場
対
応
な
ど
に

よ
り
、
公
用
車
を
運
転
す
る
機
会
も
多

い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
平
成
30
年
３
月

と
５
月
に
も
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
再
発
防

止
に
向
け
た
現
在
の
取
り
組
み
は
、
ど

の
よ
う
か
。

答　
職
員
自
ら
が
取
り
組
む
方
策
を
職

場
単
位
で
定
め
、
実
行
す
る
と
い
っ
た

方
針
の
下
、
現
場
に
出
向
く
際
に
は
道

路
幅
や
交
通
量
を
勘
案
し
た
ル
ー
ト
を

あ
ら
か
じ
め
定
め
る
な
ど
、
各
課
で
実

行
し
て
い
る
取
り
組
み
を
共
有
す
る
よ

う
努
め
て
い
る
。

意
見　
事
故
報
告
書
で
は
、
前
方
不
注

意
が
主
な
原
因
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

職
員
個
人
の
問
題
と
捉
え
ず
に
、
業
務

に
よ
る
過
労
が
事
故
に
影
響
し
た
可
能

性
な
ど
、
職
場
全
体
に
問
題
が
な
か
っ

た
の
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

出前講座を開催
　平成30年11月20日（火）に県立秦野総合高校で、31年
２月１日（金）に県立秦野高校で、「選挙と議会のしくみ」
について講義を行いました。
　秦野総合高校においては、「議員の生の声が聴きたい」
という学校からの要望に応え、阿蘇佳一議長と山下博己
副議長が「どうして議員になったのか」、「市民の声をど
のように反映しているのか」などについて講義するととも
に生徒からの質問に答えました。

会議録の検索・閲覧
　会議録検索システムでは、本
会議における一般質問、議案審
議をはじめ、常任委員会などの
会議録を検索・閲覧することが
できます。
（平成 30年第４回定例会の会議
録は、31 年２月中旬からご覧
いただけます。）

こちらから
アクセス

秦野総合高校の出前講座の様子

～平成31年４月から変わります～
秦野市議会事務局の組織改正
　議会や議員の政策形成や政策立案に
関する能力向上、議事・監視機関とし
ての機能強化を図るとともに、議会の
立場とその独立性を主張し、事務局職
員が積極的に議員を補佐する役割を担
っていくため、平成 31年４月１日から
議会事務局を「議会局」とします。
　また、より効率的で、市民に分かり
やすい組織とするため、議会局の下に、
「議事政策課」を設置します。さらに、
現在の議事調査担当から調査部門を独
立させ、事務局機能の強化・充実を図
ります。

新たな事務局の組織
　　　　　　　　　　　議会総務担当
議会局　議事政策課　　議事担当
　　　　　　　　　　　政策調査担当

※モービルマッピングシステム…車両の通常走行により、３次元座標データと画像データが取得可能な高精度な車載型移動計測システム用語解説




